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だより
ふれあい

うご町

－  社協の今　福祉の今　あなたの今を共に  －

ボッチャとは？？
　ボッチャとは、重度障がい者の競技スポーツへの参加を可能にするために考案

されたスポーツで、パラリンピックの正式競技となっています。

　ジャックボール（目標球）と呼ばれる白いボールに、赤・青のボールを投げたり、

転がしたり、他のボールに当てたりして、いかに近づけるかを競います。

　シンプルですが、相手との駆け引き・戦術が必要で、最後の一球まで勝負が分

からない競技となっています。重度障がい者だけでなく、子供から高齢者まで幅

広く楽しむことができるスポーツです！

　６月２０日（火）、羽後町社会福祉協議会新成支会によるボッチャ講習会が開催されまし
た。町体育指導員から基本的なルール等を学び、実際に団体戦を行いながら楽しく汗を
流しました。ボールを投げたり、転がしたり、白熱した中、和気あいあいと話も弾み皆
さん楽しんでいる様子でした。
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（三　輪）

長い間お疲れさまでした。ありがとうございました。

　

時
下
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て　

私
こ
と

　

こ
の
た
び
、
６
月
23
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
理
事
会
に
お
い

て
、
社
会
福
祉
法
人
羽
後
町
社

会
福
祉
協
議
会
・
会
長
に
就
任

し
ま
し
た
長
谷
山
洋
文（
は
せ

や
ま
ひ
ろ
ふ
み
）【
上
到
米
】と

申
し
ま
す
。

　

就
任
に
際
し
ま
し
て
、
そ
の

職
務
の
重
大
さ
を
痛
感
し
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま

す
。
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が

最
善
を
尽
く
し
て
、
こ
の
重
責

を
全
う
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
前
任
者
同
様
格
別
の
ご

支
援
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
福
祉
は
『
人
び
と
の

幸
せ
』を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、

な
に
よ
り
人
び
と
に
対
す
る
思

い
優
し
さ
、
そ
し
て
高
い
使
命

感
に
裏
打
ち
さ
れ
る
べ
き
も
の

で
す
。

　

町
の
福
祉
行
政
に
お
い
て
、

町
民
の
皆
様
が
必
要
と
す
る
地

域
福
祉
の
役
割
分
担
が
あ
り
ま

す
。
羽
後
町
社
会
福
祉
協
議
会

の
主
な
事
業
と
し
て
は
、

・�

在
宅
及
び
地
域
福
祉
活
動
の

推
進
事
業

・�

生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
事

業
・
福
祉
教
育
と
広
報
活
動

・�

福
祉
相
談
活
動
と
各
種
資
金

貸
付
事
業

・
各
種
募
金
活
動

・�

介
護
関
係
事
業
（
居
宅
・
訪

問
介
護
・
通
所
介
護
等
）

な
ど
が
事
業
展
開
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
組
織
体
制
強
化
の
一

環
で
各
地
域
（
西
馬
音
内
、
三

輪
、新
成
、明
治
、元
西
、田
代
、

仙
道
）
に
支
会
を
設
置
し
、
地

域
の
特
徴
を
生
か
し
た
様
々
な

社
会
資
源
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
有
し
て
お
り
、
多
く
の
人
々

と
の
協
働
を
通
じ
て
最
前
線
で

活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　

関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
社
会
福
祉
協
議
会
の

理
念
で
も
あ
る
『
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
』

の
実
現
を
目
指
し
て
、
地
域
の

皆
様
が
互
い
に
支
え
あ
う
こ
と

が
と
て
も
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

地
域
福
祉
を
推
進
す
る
社
会

福
祉
法
人
『
羽
後
町
社
協
』
と

し
て
、
町
民
の
皆
様
の
お
力
添

え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
そ
の
使

命
を
十
分
に
発
揮
で
き
ま
す
よ

う
に
役
員
、
職
員
一
丸
と
な
り

精
一
杯
の
努
力
を
重
ね
て
参
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。
ど
う
ぞ
、

町
民
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご

協
力
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
、
就

任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

　

本
会
役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
６
月
19
日
（
月
）
に
開
催

さ
れ
た
評
議
員
会
に
て
、
役
員
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
長
く

役
員
を
務
め
て
い
た
だ
い
た
、
三
輪
地
区
の
阿
部
正
助
監
事
が

こ
の
度
の
改
選
で
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
在
任
期
間
中
は
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
伴
い
後
任
と
し
て
、
新
た
に
明
治
地
区
の
高
橋
明
監

事
を
お
迎
え
し
て
の
新
体
制
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
町
民

の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

羽
後
町
社
会
福
祉
協
議
会 

   

会
長　

長
谷
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役
員
改
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行
わ
れ
ま
し
た

役
員
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た

退任役員
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去
る
６
月
19
日
（
月
）、
羽

後
町
社
会
福
祉
協
議
会
評
議
員

会
が
、
中
央
公
民
館
に
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

仙
道
地
区
の
土
田
房
美
氏
が

議
長
に
選
出
さ
れ
、
議
事
が
進

め
ら
れ
ま
し
た
。
令
和
４
年
度

の
事
業
報
告
や
収
支
決
算
に
つ

い
て
審
議
さ
れ
、
全
議
案
と
も

原
案
の
と
お
り
議
決
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
役
員
改
選
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
役
員
紹
介
に
つ
い
て

は
２
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
お
り

ま
す
。

令
和
５
年
度

第
１
回

第
１
回    

社
会
福
祉
法
人

社
会
福
祉
法
人

羽
後
町
社
会
福
祉
協
議
会

羽
後
町
社
会
福
祉
協
議
会

　　

  
評
議
員
会

評
議
員
会  

開
催
開
催

羽後町社会福祉協議会事業一覧

【在宅及び地域福祉活動の推進事業】
１.福祉ネットワークづくりの推進	 ２.安心・安全な街づくりの促進	 ３. ふれあい安心電話事業
４.在宅要援護世帯への支援	 ５.除排雪の支援	 ６.憩い・ふれあいの場等設置促進
７.第４期地域福祉活動計画	 ８.出会い婚活事業	 ９.長期不就労者対策事業

【ボランティア活動の促進と福祉団体への支援】
１.ボランティア団体連絡協議会等への支援　２.福祉団体への支援　３.体験学習等への支援
４.	災害ボランティアセンターの設置研修の実施

【生きがいと健康づくり】
１.一人暮らしの会への支援　２.住民主体の地域づくり　３.シルバー人材センター事業

【福祉教育と広報活動】
１.福祉大会の開催　２.福祉に関する研修会の開催　３.福祉だよりの発行　４.社協の概要の発行

【福祉相談活動と各種資金貸付事業】
１.相談窓口の充実　２.たすけあい資金の貸付け　３.生活福祉資金受付事務事業
４．福祉サービス利用援助事業（日常生活自立支援事業）

【各種募金活動】
１.日赤会員募集　２.青い羽根募金　３.赤い羽根共同募金　４.歳末たすけあい募金

【組織体制の強化と財政基盤の確立】
１.支会との連携強化　２.会員の拡大　３.未回収資金の督促　４.社協事務所の建設要請等
５.冗費の節約と合理的な業務の遂行　６.受託事業のあり方を含めた指定制度管理　７.事務局体制の強化

【介護関係事業】
１.訪問介護事業　２.地域支援事業介護事業　３.居宅介護支援事業　
４. 身体障害者・知的障害者（児）・精神障害者居宅介護支援事業　５.通所介護事業　６.予防通所介護事業
７.特別養護老人ホーム松喬苑介護等業務事業　８.羽後町田代福祉センター介護等業務
９.高瀬ケアセンター業務事業　１０.介護福祉士の養成と介護・看護従事者の確保　１１. 新規職員の確保
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事業活動収支計算書資 金 収 支 計 算 書 令和 5年 3月 31日現在（単位：円）

収入科目 決�算�額 支出科目 決�算�額

会 費 収 入 3,273,800� 人 件 費 支 出 484,912,467�

寄 附 金 収 入 134,009� 事 業 費 支 出 18,167,740�

経常経費補助金収入 20,620,689� 事 務 費 支 出 24,659,653�

受 託 金 収 入 384,686,115� 助 成 金 支 出 3,889,700�

事 業 収 入 9,990,824� 負 担 金 支 出 976,800�

介護保険事業収入 114,644,409� そ の 他 の 支 出 13,344,086�
障害福祉サービス等
事 業 収 入 2,154,817� 固定資産取得支出 8,896,860�

受取利息配当金収入 2,061� そ の 他 の 活 動�に よ る 支 出 13,929,309�

そ の 他 の 収 入 183,375�

施設整備等補助金収入 7,188,480�

固定資産売却収入 750,000�
そ の 他 の 活 動
に よ る 収 入 433,431�

収 入 合 計 ① 544,062,010� 支 出 合 計 ② 568,776,615�

収益科目 決�算�額 費用科目 決�算�額

会 費 収 益 3,273,800� 人 件 費 515,759,296�

寄 付 金 収 益 134,009� 事 業 費 18,167,740�
経 常 経 費 補
助 金 収 益 20,620,689� 事 務 費 24,659,653�

受 託 金 収 益 384,686,115� 助 成 金 費 用 3,889,700�

事 業 収 益 9,990,824� 負 担 金 費 用 976,800�

介護保険事業収益 114,644,409� 減 価 償 却 費 10,894,847�
障害福祉サービス等
事 業 収 益 2,154,817� 国庫補助金等特別積 立 金 取 崩 額 -673,560

受取利息配当金収益 2,085� その他のサービス�活 動 外 費 用 13,344,086�
その他のサービス�
活 動 外 収 益 183,375� 固定資産売却損・ 処 分 損 255�
施 設 整 備 等
補 助 金 収 益 7,188,480� 国庫補助金等特別積 立 金 積 立 額 7,188,480�

固定資産売却益 750,000�

収 益 合 計 ① 543,628,603� 費 用 合 計 ② 594,207,297�

当期資金収支差額合計③� （③＝①－②）� -24,714,605�

前期末支払資金残高④�� � 120,192,229�

当期末支払資金残高⑤�（⑤＝③＋④）� 95,477,624�

当期活動増減差額③� � （③＝①－②）� -50,578,694�
前期繰越活動増減差額④� � � 235,950,117�
当期末繰越活動増減差額⑤� （⑤＝③＋④）� 185,371,423
その他の積立金積立額⑥� � � 24�
次期繰越活動増減差額⑦� （⑦＝⑤－⑥）� 185,371,399�

財産目録

羽後町社会福祉協議会決算報告

令和 5 年 3 月 31 日現在
（単位：円）

貸借対照表 令和 5 年 3 月 31 日現在
（単位：円）

　脚注　　１．減価償却費の累計額	 ￥35,657,766　（その他）

　　　　　２．減価償却費の累計額	 		￥7,339,786　（基本財産）
　　　　　※	除去費	 　　　　　　　　　　　　　	￥255　（車両運搬具）

大 中 小 当年度末 前年度末 増減

資産の部

流動資産 210,836,112	 243,603,127	 -32,767,015	

現金預金 158,201,230	 178,763,536	 -20,562,306	

普通預金 78,286,987	 71,457,847	 6,829,140	

定期預金 79,914,243	 107,305,689	 -27,391,446	

事業未収金 35,447,333	 22,001,155	 13,446,178	

未収金 6,581,863	 22,488,501	 -15,906,638	

立替金 184,373	 0	 184,373	

事業区分間貸付金 3,421,313	 0	 3,421,313	

サービス区分間貸付金 7,000,000	 20,349,935	 -13,349,935	

固定資産 262,221,050	 251,749,220	 10,471,830	

基本財産 67,058,088	 70,727,981	 -3,669,893	

建物 66,058,088	 69,727,981	 -3,669,893	

定期預金 1,000,000	 1,000,000	 0	

その他の固定資産 195,162,962	 181,021,239	 14,141,723	

建物 2,397,286	 2,663,651	 -266,365	

機械及び装置 2	 2	 0	

車輌運搬具 8,152,126	 301,536	 7,850,590	

器具及び備品 37,152,144	 43,064,718	 -5,912,574	

退職手当積立基金預け金 63,299,100	 59,912,820	 3,386,280	

福利協会退職手当積立基金預け金 82,951,098	 73,867,330	 9,083,768	

その他の積立資産 1,211,206	 1,211,182	 24	

資産の部合計 473,057,162	 495,352,347	 -22,295,185	

負債の部

流動負債 132,709,439	 123,410,898	 9,298,541	

事業未収金 34,255,184	 5,051,476	 29,203,708	

その他の未払金 31,097,933	 59,119,580	 -28,021,647	

預り金 30,560,619	 31,537,096	 -976,477	

職員預り金 9,023,439	 7,352,811	 1,670,628	

事業区分間借入金 3,421,313	 0	 3,421,313	

サービス区分間借入金 7,000,000	 20,349,935	 -13,349,935	

賞与引当金 17,350,951	 0	 17,350,951	

固定負債 146,250,198	 133,780,150	 12,470,048	

退職給付引当金 146,250,198	 133,780,150	 12,470,048	

負債の部合計 278,959,637	 257,191,048	 21,768,589	

純資産の部

基本金 1,000,000	 1,000,000	 0	

基本金 1,000,000	 1,000,000	 0	

国庫補助金等特別積立金 6,514,920	 0	 6,514,920	

国庫補助金等特別積立金 6,514,920	 0	 6,514,920	

その他の積立金 1,211,206	 1,211,182	 24	

その他の積立金 1,211,206	 1,211,182	 24	

次期繰越活動増減差額 185,371,399	 235,950,117	 -50,578,718	

次期繰越活動増減差額 185,371,399	 235,950,117	 -50,578,718	

（うち当期活動増減差額） -50,578,694	 99,021,333	 -149,600,027	

純資産の部合計 194,097,525	 238,161,299	 -44,063,774	

負債及び純資産の部合計 473,057,162	 495,352,347	 -22,295,185	

令和 5年 3月 31日現在（単位：円）

Ⅰ．資産の部
　１．流動資産
　　　　　現金預金
　　　　　　普通預金 78,286,987	
　　　　　　定期預金 79,914,243	
　　　　　　事業未収金 35,447,333	
　　　　　　未収金 6,581,863	
　　　　　　立替金 184,373	
　　　　　　事業区分間貸付金 3,421,313	
　　　　　　サービス区分間貸付金 7,000,000	
　　　　　　　　流動資産合計 210,836,112	
　２．固定資産
　　　　　(1) 基本財産
　　　　　　建物 66,058,088	
　　　　　　定期預金 1,000,000	
　　　　　　　　基本財産合計 67,058,088	
　　　　　(2) その他固定資産
　　　　　　建物 2,397,286	
　　　　　　機械及び装置 2	
　　　　　　車輌運搬具 8,152,126	
　　　　　　器具及び備品 37,152,144	
　　　　　　退職手当積立基金預け金 63,299,100	
　　　　　　福利協会退職手当積立基金預け金 82,951,098	
　　　　　　その他の積立資産 1,211,206	
　　　　　　その他固定資産合計 195,162,962	
　　　　　　　　固定資産合計 262,221,050	

資産合計 473,057,162	

Ⅱ．負債の部
　１．流動負債
　　　　　　事業未払金 34,255,184	
　　　　　　その他の未払金 31,097,933	
　　　　　　預り金 30,560,619	
　　　　　　職員預り金 9,023,439	
　　　　　　事業区分間借入金 3,421,313	
　　　　　　サービス区分間借入金 7,000,000	
　　　　　　賞与引当金 17,350,951	
　　　　　　　　流動負債合計 132,709,439	
　２.	固定負債
　　　　　　退職給付引当金 146,250,198	
　　　　　　　　固定負債合計 146,250,198	

負債合計 278,959,637	

差引純資産 194,097,525	
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ま
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こ

　

か
つ
て
お
金
の
こ
と
を
「
お

足
」
と
呼
ぶ
人
が
い
ま
し
た
。

お
金
持
ち
に
な
っ
て
も
、
お
金

に
は
「
足
」
が
あ
り
、
ど
ん
ど

ん
勝
手
に
出
て
い
っ
て
し
ま
う

か
ら
で
す
。

　

口
座
振
替
と
い
う
の
が
あ
り

ま
す
。
電
気
代
、
ガ
ス
代
、
水

道
代
、
電
話
代
、
税
金
な
ど
が

自
動
的
に
引
か
れ
て
い
き
ま
す

う
っ
か
り
し
て
い
る
と
、
口
座

の
残
高
が
少
な
く
な
っ
て
い
て

口
座
振
替
が
不
能
に
な
っ
て
い

た
り
し
ま
す
。

　

そ
こ
に
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

通
帳
に
お
金
が
少
し
し
か
な
く

て
も
、
代
わ
り
に
お
金
を
出
し

て
く
れ
る
の
で
、
あ
り
が
た
く

感
じ
る
も
の
で
す
が
、
結
局
、

借
金
な
の
で
返
さ
な
い
と
い
け

ま
せ
ん
。

地
域
で
の
サ
ロ
ン
活
動
を

笑
い
で
盛
り
上
げ
て
く
れ

て
い
る
、
人
星
亭
ま
さ
る

こ
さ
ん
の
お
金
に
ま
つ
わ

る
お
話
で
す
。

　

お
金
を
貯
め
て
い
る
人
は
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
使
っ
て

い
な
い
か
と
い
う
と
、
そ
う
で

も
な
い
。
い
ざ
と
い
う
時
は
助

か
る
の
で
や
は
り
、便
利
で
使
っ

て
い
る
。

　

し
か
し
、
考
え
方
が
違
う
。

お
金
の
貯
ま
る
人
は
、ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
を
使
っ
た
ら
「
今
月

は
○
○
円
使
っ
た
」
と
ち
ゃ
ん

と
お
金
が
出
る
方
を
把
握
し
て

い
る
の
で
す
。
貯
ま
ら
な
い
人

は
「
限
度
額
ま
で
あ
と
○
○
円

あ
る
」
と
使
え
る
方
し
か
見
て

い
な
か
っ
た
り
し
ま
す
。
つ
ま

り
、
入
る
方
し
か
見
て
い
な
い
。

　

よ
く
パ
チ
ン
コ
で
「
今
日
は

○
○
円
儲
け
た
」
と
し
か
言
わ

な
い
人
が
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
人
は
、
絶
対
に
負
け
て
い
ま

す
。
い
く
ら
使
っ
て
い
く
ら
儲

け
た
か
が
分
か
ら
な
い
か
ら
で

す
。

　

お
金
の
こ
と
を
「
通
貨
」
と

も
言
い
ま
す
ね
。
そ
う
、
お
金

は
「
通
過
」
す
る
も
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
入
っ
て
く
る
お
金

と
出
て
い
く
お
金
を
ち
ゃ
ん
と

自
分
で
知
ろ
う
と
し
な
い
限
り

お
金
は
貯
ま
っ
て
く
れ
な
い
の

で
す
。

　

そ
こ
で
お
す
す
め
な
の
が
、

「
領
収
書
入
れ
」
の
袋
を
用
意
す

る
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
12
月
31

日
ま
で
の
全
て
の
領
収
書
を
入

れ
る
の
で
す
。
領
収
書
は
あ
っ

ち
こ
っ
ち
に
置
い
た
り
本
に
挟

ん
だ
り
、
ゴ
ミ
箱
に
入
れ
な
い

で
こ
の
１
つ
の
袋
に
全
部
入
れ

て
く
だ
さ
い
。

　

１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
の
領
収
書
は
、
確
定
申
告
に

必
要
な
重
要
書
類
に
な
り
ま
す

し
、
自
分
の
家
計
を
見
直
す
と

き
の
重
要
参
考
人
に
な
り
ま
す

し
、
あ
な
た
の
生
き
方
を
語
る

材
料
に
な
り
ま
す
。
た
だ
、
貯

め
て
お
く
だ
け
で
も
い
い
の
で

す
。
い
ざ
、
鎌
倉
の
時
が
来
た

時
の
準
備
作
業
な
の
だ
か
ら

給料、年金、小遣い
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民間車検工場

有限会社

皆様と自動車の安全に
　　　　　奉仕します。

羽
後
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
活

動
趣
旨
に
賛
同
い
た
だ
い
て
い
る

企
業
・
団
体
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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こ
の
福
祉
だ
よ
り
は
、
共
同
募
金
の
配
分
金
で
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
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集集
　　
後後
記記

編
集
　
後
記

　

九
州
、
北
陸
、
秋
田
を
次
々
襲
っ
た

７
月
の
記
録
的
大
雨
。
現
地
の
社
会
福

祉
協
議
会
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入

れ
業
務
に
追
わ
れ
て
い
る
様
子
が
、
テ

レ
ビ
で
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
２
０
１
１

年
の
東
日
本
大
震
災
の
時
も
、
大
勢
の

人
が
支
援
に
出
掛
け
ま
し
た
。

　

以
前
観
た
映
画
「
ド
ラ
え
も
ん
」
の
、

「
地
球
上
に
人
間
は
借
り
住
ま
い
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
る
ん
だ
よ
」
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
災
害
の
時
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
平
穏
な
日
々
の
暮
ら

し
に
も
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

今
号
か
ら
町
内
で
活
動
し
て
い
る
団

体
の
紹
介
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
他
の
人
や
社
会
の
た
め
に
、

金
銭
の
見
返
り
を
求
め
な
い
で
行
う
活

動
の
こ
と
。
い
わ
ば
善
意
で
す
。

　

多
様
な
形
で
善
意
を
差
し
出
す
。
善

意
を
受
け
取
る
。
そ
し
て
、
互
い
が
代

わ
る
代
わ
る
他
の
人
に
恩
送
り
し
て
い

け
ば
、地
域
に
も
っ
と
喜
び
が
あ
ふ
れ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。（
マ
リ
コ
）

ボランティア団体紹介〈１〉
　町内で活動しているボランティア団体を今号から紹介します。第１回は「おはなし玉手箱」です。

　当会（原田真裕美・代表）は育児サークルをきっかけに、27年

前に結成されました。保育所や幼稚園、小学校、福祉施設などで

人形劇やエプロンシアター、紙芝居などの公演活動をしています。

　結成当初は週１回、「むかしがたり館」で定期公演や出張公演

を行っていました。子育てと仕事と活動を両立しながら、公演時

の子供たちが大笑いしている反応から元気をもらっていました。

　現在のメンバーは６名。コロナ禍の影響で依頼はほとんどなく

なりましたが、昨年「小さな小さな絵本館」で活動を再開。今は

月１回の第３金曜日の午後に集まり、お茶を飲みながら人形劇の練習や人形の補修をしたり、体の

痛みを和らげる体操をしたりしています。

　結成時より会員が少なくなったこともあり、１人何役も出来るように録音で劇をしています。嬉

しい声かけを励みに、今後も細々と活動を続けていきたいと思います。

おはなし玉手箱おはなし玉手箱

社会福祉法人 羽後町社会福祉協議会  〒012-1103 秋田県雄勝郡羽後町林崎字五林坂 21-1  TEL.0183-62-5312・5313  FAX.0183-62-5314


